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１．１．ヒューマンエラーとは？ヒューマンエラーとは？
台風の日に看板が落下して通行人台風の日に看板が落下して通行人

が怪我をしたが怪我をした

→　これってヒューマンエラー→　これってヒューマンエラー？？

・施工指示通りの止め金が使われて・施工指示通りの止め金が使われて

いない！いない！

・看板の設置の際に業者がボルトを・看板の設置の際に業者がボルトを

締め忘れた！締め忘れた！

・ビルの管理者がルールに定められた・ビルの管理者がルールに定められた

点検をしていない！点検をしていない！

○
○
○
ビ
ル

○
○
○
ビ
ル

１．ヒューマンエラーとは？１．ヒューマンエラーとは？

ところが、原因を究明するとところが、原因を究明すると

ヒューマンエラーとは、人間がミスヒューマンエラーとは、人間がミス((過誤過誤))を犯した結果、を犯した結果、
不本意な結果を与えるような事象不本意な結果を与えるような事象
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１．ヒューマンエラーとは？１．ヒューマンエラーとは？

原子力発電所の安全設計には様々な工夫がされている原子力発電所の安全設計には様々な工夫がされている

安全上重要な設備は多様性、多重性設計安全上重要な設備は多様性、多重性設計

フェイル・セイフの設計　　　　　　　　　　　　等フェイル・セイフの設計　　　　　　　　　　　　等

発電所で発生したすべてのヒューマンエラーは、それぞれ発電所で発生したすべてのヒューマンエラーは、それぞれ
原因を究明し対策を講じている原因を究明し対策を講じている

原子力発電所の安全は確保されている原子力発電所の安全は確保されている

更に、複数のヒューマンエラーから、その背後要因まで突っ更に、複数のヒューマンエラーから、その背後要因まで突っ
込んで分析し、対策を講じていく活動が更なる安全性の向込んで分析し、対策を講じていく活動が更なる安全性の向
上につながる上につながる
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当社では、不適合管理の中で次の３つの分類を当社では、不適合管理の中で次の３つの分類を
ヒューマンエラーとして分析ヒューマンエラーとして分析

①① コミュニケーション・ミスコミュニケーション・ミス
連絡不備、受け手の誤解、部門間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ不足等連絡不備、受け手の誤解、部門間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ不足等

②② 作業計画・スケジュールの不備作業計画・スケジュールの不備
計画や工程立案の未実施、未調整、申請忘れ等計画や工程立案の未実施、未調整、申請忘れ等

③③ 作業関係でのミス作業関係でのミス
確認不足、手順書の不使用・スキップ、理解・予測不足等確認不足、手順書の不使用・スキップ、理解・予測不足等

１．ヒューマンエラーとは？１．ヒューマンエラーとは？
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２．ヒューマンエラーの現状２．ヒューマンエラーの現状

２２．．ヒューマンエラーのヒューマンエラーの現状現状　　
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３．これ迄のヒューマンエラー防止の取り組み３．これ迄のヒューマンエラー防止の取り組み

３．これ迄のヒューマンエラー防止の取り組み３．これ迄のヒューマンエラー防止の取り組み(1/(1/3)3)
ヒューマンエラー防止対策の強化は、原子力部門全体の
重点課題の１つとして、継続実施中

ＣＢＡ（Check Before Action)活動の展開
ヒューマンエラー防止のための基本行動

　　－行動する前には、その内容を今一度確認

実際の作業時のヒューマンエラー防止

定期事業者検査実施時のミス防止

事例検討会の開催

階層別（チームリーダー・主任級）事例検討会

運転員による安全ミーティング

階層別事例検討会
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３．これ迄のヒューマンエラー防止の取り組み３．これ迄のヒューマンエラー防止の取り組み

３．これ迄のヒューマンエラー防止の取り組み３．これ迄のヒューマンエラー防止の取り組み((2/3)2/3)

ヒューマンエラー防止活動の継続的実施ヒューマンエラー防止活動の継続的実施

発電所の各組織がそれぞれ発生しては困るヒュー発電所の各組織がそれぞれ発生しては困るヒュー
マンエラーを想定マンエラーを想定

実効的で現場的なアクション項目、指標を設定実効的で現場的なアクション項目、指標を設定

　　アクション項目、指標のアクション項目、指標の例例

安全処置確認漏れによるトラブルを防止するために，作業許可申請を　安全処置確認漏れによるトラブルを防止するために，作業許可申請を　
　作業開始３日前までに実施する。【　作業開始３日前までに実施する。【 １００％１００％ 】】

検査要領書の不備を防止するため検査要領書の不備を防止するため,,担当者と審査者２人による相互　　　担当者と審査者２人による相互　　　
　チェックの実施を確実にする。　　【　チェックの実施を確実にする。　　【 検査試験関連のヒューマンエラーに検査試験関連のヒューマンエラーに
　よる不適合発生件数５０％減（前年度比）　よる不適合発生件数５０％減（前年度比） 】】
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３．これ迄のヒューマンエラー防止の取り組み３．これ迄のヒューマンエラー防止の取り組み

３．これ迄のヒューマンエラー防止の取り組み３．これ迄のヒューマンエラー防止の取り組み((3/3)3/3)

ヒューマンエラー防止活動の継続的実施ヒューマンエラー防止活動の継続的実施

発電所の指標を評価する会議（ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾚﾋﾞｭｰ発電所の指標を評価する会議（ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾚﾋﾞｭｰ
会議）で実施状況を監視し有効性を確認会議）で実施状況を監視し有効性を確認

毎月１回開催

主査：発電所長

構成：当社及び協力企業
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４．ヒューマンエラーの主な事例（平成１８年１月～３月）４．ヒューマンエラーの主な事例（平成１８年１月～３月）

１月１月 福島第一６号機福島第一６号機

共同作業員が足場材を手持ち移動しようとした際、共同作業員が足場材を手持ち移動しようとした際、

誤って当該作業員の唇にぶつけた。誤って当該作業員の唇にぶつけた。

福島第一６号機福島第一６号機

干渉物を溶断する際に発生・飛散した火花状の溶融物干渉物を溶断する際に発生・飛散した火花状の溶融物
（ノロ）が養生用の不燃シートを溶かし、その外側の難燃（ノロ）が養生用の不燃シートを溶かし、その外側の難燃
シートがノロの熱により発煙・発火した。シートがノロの熱により発煙・発火した。

３月３月

福島第一６号機福島第一６号機

近傍に設置されている番号が類似している弁とを誤認し、近傍に設置されている番号が類似している弁とを誤認し、
当該弁の閉止状態を確認していなかったため水漏れが当該弁の閉止状態を確認していなかったため水漏れが
発生した。発生した。

４．４．ヒューマンエラーヒューマンエラーの主な事例
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５．５．更なるヒューマンエラー防止の取り組み更なるヒューマンエラー防止の取り組み

◎◎平成１８年１月～３月に平成１８年１月～３月に

　　 水漏れなどのヒューマンエラー増加水漏れなどのヒューマンエラー増加

　　

　　検討会検討会を設置して対策を設置して対策をを検討検討

　　　　

　ヒューマンエラーの分析実施　ヒューマンエラーの分析実施

　　　　　　　　

５．５．更なるヒューマンエラー防止の取り組み更なるヒューマンエラー防止の取り組み

平成１７年度下期分平成１７年度下期分

○福島第一：３９件○福島第一：３９件

○福島第二：２１件○福島第二：２１件
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５．５．更なるヒューマンエラー防止の取り組み更なるヒューマンエラー防止の取り組み

ステップ毎のチェックをスキップ　８．５

作業実施による影響の理解・予測不足　６

異物混入防止管理不足　５

手順書、その他の要求事項を未承知　３

書き写し、記録ミス　２．５

要領書・手順書のステップをスキップ　１．５

その他　１２．５

分野別分類分野別分類

作業上　　　　 　 １６

検査・試験         ７

文書作成　 　　　  ５

運転操作       　  ４

人身災害　　　　   ４

放射線管理　　　  ２

設計管理　　　 　  １

１６１６

７７
５５

４４

原因別分類原因別分類

６６

福島第一福島第一

８．５８．５

５５３３２．５２．５
１．５１．５

１２．５１２．５

４４
２２ １１
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分野別分類分野別分類

５．５．更なるヒューマンエラー防止の取り組み更なるヒューマンエラー防止の取り組み

福島第二福島第二 原因別分類原因別分類

１１

３３

６６

３３２２
２２

４４

９９
６６

３３
２２ １

作業実施よる影響の理解・予測不足 6

手順書、その他の要求事項を未承知 3

作業上 9
異物混入防止管理不足 3

文書作成 6
作業対象誤り、アイソレ誤り 2

人身災害 3
書き写し、記録ミス 2

検査・試験 2
誤った／古い要領書・手順書等の使用 1

設計管理 1
その他 4
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５．５．更なるヒューマンエラー防止の取り組み更なるヒューマンエラー防止の取り組み

当　　　社　　２９

協力企業　　１０

発生箇所別分類発生箇所別分類

当　　社当　　社

協力企業協力企業

福島第一福島第一

当　　　社　　１４

協力企業　　　７

福島第二福島第二

協力企業協力企業
当　　社当　　社
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５．５．更なるヒューマンエラー防止の取り組み更なるヒューマンエラー防止の取り組み

背後要因，根本原因分析背後要因，根本原因分析から導かれた問題点と対策から導かれた問題点と対策

◆慣れ・思いこみ　◆ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ不足◆慣れ・思いこみ　◆ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ不足

　ＡＢＣ　ＡＢＣ※１ 、ＣＢＡ、ＣＢＡ※ ２の再徹底の再徹底

　－報・連・相の徹底　－直接対話の励行　－直接対話の励行

◆教育訓練の不足◆教育訓練の不足

　従来の教育に加え、班長教育テキストへ事例追加　従来の教育に加え、班長教育テキストへ事例追加

　ＯＪＴ　ＯＪＴ※ ３の改善の改善

◆設備上の問題◆設備上の問題

　　ヒューマンエラーを引き起こす現場設備を改善ヒューマンエラーを引き起こす現場設備を改善

※１　Ａ Ｂ Ｃ　：　当たり前のことを、ぼんやりせず、ちゃんとやる

※２　Ｃ Ｂ Ａ　：　何らかの行動を起こす前にもう一度きちんとチェックをする

※３　Ｏ Ｊ Ｔ　：　職場での実務を通じて行う従業員の教育訓練
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５．５．更なるヒューマンエラー防止の取り組み更なるヒューマンエラー防止の取り組み

　　直接対話直接対話の励行の励行
　　　　　　　　　　　　　目　　　次

１．Face to Face の重要性

（１）．部下への態度

（２）．上司への態度

２．事例集

Case１．文書チェック・修正を依頼するとき

Case２．マニュアル・手順書の改訂

Case３．「初めて」のマニュアル・手順書作成

Case４．メーカ文書を部下がチェックしました

Case５．久しぶりのマニュアル・手順書を参照する

Case６．作業開始前の部下への指示

Case７．担当者が協力企業の作業者と話をする

３．メールの使い方・書き方
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班長教育テキストへ事例追加班長教育テキストへ事例追加

５．５．更なるヒューマンエラー防止の取り組み更なるヒューマンエラー防止の取り組み
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班長教育の実施班長教育の実施

５．５．更なるヒューマンエラー防止の取り組み更なるヒューマンエラー防止の取り組み
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現場設備の改善現場設備の改善

５．５．更なるヒューマンエラー防止の取り組み更なるヒューマンエラー防止の取り組み

改善箇所に改善箇所に““札札”” 取付取付

マイエリア活動マイエリア活動

マイプラント意識の向上マイプラント意識の向上
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５．５．更なるヒューマンエラー防止の取り組み更なるヒューマンエラー防止の取り組み

他発電所の良好事例を水平展開しているもの他発電所の良好事例を水平展開しているもの

指差呼称の励行指差呼称の励行

○○運転操作時　運転操作時　○○現場作業時　○管理区域入・退域時現場作業時　○管理区域入・退域時

協力企業のﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ防止指標の設定協力企業のﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ防止指標の設定

○各社所長方針を指標とし当社ﾚﾋﾞｭｰ会議にて発表○各社所長方針を指標とし当社ﾚﾋﾞｭｰ会議にて発表

ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ防止を協力企業と議論する場を設置ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ防止を協力企業と議論する場を設置

○ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ再発防止策を協力企業と協議○ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ再発防止策を協力企業と協議
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５．５．更なるヒューマンエラー防止の取り組み更なるヒューマンエラー防止の取り組み ◆◆良好事例を水平展開で実施しているもの良好事例を水平展開で実施しているもの

中央操作室での指差呼称

指差呼称の励行

管理区域入域手続き場所で指差呼称 現場作業時に指差呼称
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協力企業のヒューマンエラー防止指標の発表協力企業のヒューマンエラー防止指標の発表

５．５．更なるヒューマンエラー防止の取り組み更なるヒューマンエラー防止の取り組み ◆◆良好事例を水平展開で実施しているもの良好事例を水平展開で実施しているもの
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ヒューマンエラー再発防止策を協力企業と協議ヒューマンエラー再発防止策を協力企業と協議

５．５．更なるヒューマンエラー防止の取り組み更なるヒューマンエラー防止の取り組み ◆◆良好事例を水平展開で実施しているもの良好事例を水平展開で実施しているもの


